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第１章 都市の現況 

第１章 都市の現況 
１-1．都市・地域の現況分析                      

（1）位置・地勢 

概ね平坦な地形で、クリークが市域全体に網の目のように広がっています。 
大川市は福岡県の南西端で、筑後平野でも南西端に位置し、東側に大木町、南側に柳川市、

北側に久留米市城島町、西側は筑後川を隔てて佐賀県と隣接しています。福岡市まで約 40km、

久留米市まで約 15km、大牟田市まで約 25km、佐賀市まで約 10km の距離にあり、面積は

33.62 ㎢にわたります。市域の大部分が、筑後川下流左岸の三角州地帯で、おおむね標高５m

以下の平坦な地勢です。市の中心部には花宗川が流れ、市域には用水路、排水路、貯水など様々

な機能を有するクリークが網の目のように広がっています。 

 
 

▼大川市及び周辺の地勢図 
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第１章 都市の現況 

（2）人口・世帯数 

1）人口・世帯数 
少子高齢化・人口減少が進展しています。 

大川市の人口は昭和 40 年代をピークに減少傾向にあり、平成 2 年から平成 2２年の間で約

8,000 人減少しています。 

人口減少の一つの要因として少子化が挙げられますが、大川市においても 15 歳未満の人口

は減少し続けており、平成 2 年から平成 22 年の間で約 4,000 人減少しています。 

一方で 65 歳以上の高齢者人口は増加傾向にあり、平成 2 年から平成２２年の間に約 4,000

人増加し、高齢化率は平成 2 年の 2 倍（29％）以上に上昇しています。今後も高齢者人口は

増加すると予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料；国勢調査 

▼年齢別人口構成の推移 

（人） 

10,190 8,547 7,149 6,126 5,379 4,488 3,668

32,051

30,747

28,768
26,573

24,130
22,236

19,579

5,596

6,388

7,424

8,613

9,701

10,698

11,456

47,837
45,704

43,341
41,338

39,213
37,448

34,838

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

0～14歳 15～64歳 65歳以上

約 8割に減少 

29％ 

14％ 

33％ 

（注）総数は、一部年齢不詳を含む。 

（人） 
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第１章 都市の現況 

 
核家族化が進展し、世帯数は増加しているものの、世帯構成人数が減少しています。 

大川市の世帯数は、平成 7 年以降増加傾向にあり、平成７年から平成 22 年の間に約 700

世帯増加しています。 

大川市の 1 世帯当たりの人員は、昭和 60 年から平成 22 年の間に 3.99 人から 2.98 人に減

少しています。これは、全国の１世帯当たりの人員数 2.42 人（平成 22 年）と比べると多い

ものの、大川市においても核家族化が進行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼世帯数の推移 

資料；国勢調査 

11,990 11,942 11,890
12,055

12,164

12,577

3.99 3.83 3.65 3.43 3.22 2.98
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S60 H2 H7 H12 H17 H22

(世帯人員)（世帯数）

世帯数 世帯人員

増加 
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第１章 都市の現況 

2）地域別人口 
大川地域で特に人口減少が進んでいます。 

大川市を６地域に分けた地域別に人口をみると、大川地域に人口が集中しており、大川市全

体の約 3 割を占めています。 

昭和 50 年時点の各地域の人口と平成 22 年の人口を比較すると、三又地域を除いた 5 地域

では人口が減少傾向にあります。特に大川地域は木工業の衰退などが要因で急速に人口が減少

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（伸び率） 

▼地域別の人口の推移 
 

資料；大川市統計年報 
 

18,753 17,713 16,892 15,710 14,310 13,409 12,415 11,484

5,528 5,725 5,876 5,943
5,817 5,497 5,619 5,461

6,613 6,533 6,490 6,240
6,090 5,903 5,554 5,430

7,489 7,446 7,333
7,012

6,795
6,767 6,424 6,252

8,568 8,635 8,786
8,487

8,174
7,756

7,210
6,708

3,446 3,485 3,586
3,545

3,367
3,299

3,108
2,824

0.0
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30,000

40,000

50,000

60,000
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90,000

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

（人）

大川地域 三又地域 木室地域 田口地域 川口地域

大野島地域 大川地域伸び率 三又地域伸び率 木室地域伸び率 田口地域伸び率

川口地域伸び率 大野島地域伸び率 大川市伸び率

大川地域は6割まで減少 

市全体の 

約 3割 

三又地域は横這い 
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第１章 都市の現況 

3）就業人口 
就業者が減少し、市外へ流出しています。 
第２次産業の割合が高くなっています。 

大川市の就業人口は、平成 2 年以降減少傾向にあります。産業別の内訳としては、第３次産

業就業人口は近年ほぼ横ばいに推移しているものの、第１次産業・第２次産業就業人口の減少

が著しい状況にあります。 

また、平成 22 年の就業人口の内訳は、第１次産業が７％、第２次産業が 32％、第３次産業

が 61％となっています。第２次産業の占める割合は福岡県全体と比べて約 10 ポイント高く、

木工が基幹産業となっている大川市の特徴を顕著に示しています。 
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7%
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7%

8%

10%

12%

21%

32%

36%

42%

47%

47%

45%

76%

61%

56%

51%

45%

43%

43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H22
福岡県

H22

H17

H12

H7

H2

S60

１次産業 ２次産業 ３次産業

▼産業別就業人口の推移 

▼産業別就業者割合の推移 
資料；国勢調査 

資料；国勢調査 

15pt 低下 

福岡県と比べ

10pt 高い 

約半分 
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第１章 都市の現況 

4）人口流動 
柳川市、久留米市、佐賀市とのつながりが強くなっています。 

通勤先は柳川市、久留米市、佐賀市が多く、これらの３市との交流が盛んです。平成 12 年

と平成 22 年を比較すると、流入人口に減少が見られるものの、交流の多い市町に大きな変化

は見られません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼通勤流動図（平成 12 年） 

▼通勤流動図（平成 22 年） 

資料；国勢調査         
（50 人未満の流動は省略） 

前回と比較 

上位３市と

のつながり 

変化なし 

資料；国勢調査         
（50 人未満の流動は省略） 

Ｈ22 流入 流出

大川市
全体 18,255 17,579

柳川市 2,258 1,414

久留米市 1,333 1,430

佐賀市 1,319 1,477

Ｈ12 流入 流出

大川市
全体 23,909 20,857

柳川市 3,061 1,341

久留米市 1,679 1,416

佐賀市 1,734 1,418

（単位：人） 

（単位：人） 
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第１章 都市の現況 

通学先は柳川市、久留米市、佐賀市、福岡市が多くなっています。平成 17 年に国際医療福

祉大学が開学したことにより、平成 12 年と平成 22 年を比較すると、遠方の市町からの流入

が見られるようになりました。その一方で、少子化の影響を受け、流出人口は減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼通学流動図（平成 12 年） 

▼通学流動図（平成 22 年） 

資料；国勢調査（10 人未満の流動は省略） 

資料；国勢調査（10 人未満の流動は省略） 

大学効果 

遠方からの

流入増加 

Ｈ22 流入 流出

大川市
全体 1,404 2,171

柳川市 141 358

久留米市 100 209

佐賀市 56 176

福岡市 43 197

Ｈ12 流入 流出

大川市
全体 1,158 2,274

柳川市 250 428

久留米市 97 267

佐賀市 - 254

福岡市 - 207

（単位：人） 

（単位：人） 
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第１章 都市の現況 

5）自動車保有台数 
自動車保有台数と一世帯当たりの自動車保有台数は平成 7 年をピークに少しずつ減少

しています。 
一世帯当たりの自動車保有台数は福岡県の平均よりも約 1.0 台多くなっています。 

モータリゼーションの進展により、自動車保有台数は昭和 45 年から急激に増加し、平成 7

年には昭和 45 年の 4 倍近くまで増加しました。平成 7 年以降は人口減少等の影響により、自

動車保有台数は少しずつ減少する傾向にあるものの、1 人当たりの自動車保有台数は増加して

おり、市民の自動車への依存は進んでいます。 

また、1 世帯当たり自動車保有台数についても自動車保有台数の増加に伴って増加し、昭和

60 年には一家に 2 台以上の車両を保有することが一般的になりました。平成 7 年以降、1 世

帯当たりの自動車保有台数は減少傾向にあり、平成 22 年には 2.44 台／世帯となっています。

福岡県の 1 世帯当たりの自動車保有台数 1.48 台／世帯と比較すると、鉄軌道のない大川市に

おいて自動車の保有が多いことがうかがえます。 
 

 

 

 

8,634 

15,915 

20,146 

24,637 

29,897 
32,169 31,893 31,653 30,682 

0.76
1.36

1.66
2.05

2.50 2.71 2.65 2.60 2.44

0.17

0.32 0.41 0.52 0.65 0.74 0.77 0.81 0.82
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7.0

8.0
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5,000
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25,000

30,000

35,000

S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

自動車保有台数 1世帯当たり自動車保有台数 1人当たり自動車保有台数

（台） （台／人口）

（年）

（台／世帯）

▼自動車保有台数の推移 

資料；国勢調査、大川市統計年報 

約４倍 

一家に 2台 

微減傾向 

常に増加 
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第１章 都市の現況 

（３）産業 

1）農水産業 
いちごやのりの生産が盛んです。 

就業者の減少や高齢化に伴い、耕地面積、農家数、農業就業人口ともに平成７年以降減少傾

向にあります。特に農業就業者の減少は著しく、平成 22 年の就業者数は平成 7 年の約 6 割に

まで減少しています。 

平成 26 年の主要農産物の生産額割合の約７割をいちごが占めており、県内でも有数の産地

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,378 1,252 1,192 1,147

1,805
1,671

1,500
1,338

2,322

2,004
1,779

1,468

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H7 H12 H17 H22

（ha）（戸、人）

経営耕地面積 農家数 農業就業人口

資料；農林業センサス 

▼経営耕作地面積と農家戸数・就業者の推移 

約 6割に減少 

▼主要農作物の生産額割合（H26） 

資料；大川市資料 

生産額
（千円）

いちご 1,520,624

米 281,229

アスパラガス 181,539

青ねぎ 114,556

麦 65,309

大豆 48,843

（ha） （戸） （人） 

いちご
69%

米 13%

アスパラ

ガス 8%

青ねぎ
5%

麦 3% 大豆 2%
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第１章 都市の現況 

 

また、水産業ではのりの生産が盛んで、昭和 50 年以降、増減を繰り返しながら生産量を増

やし、近年は昭和 51 年の約 2 倍にあたる 1 億 5 千万枚以上の生産量を誇っています。 

厳しい産地間競争の中で安定した収入を得られるようにするため、近年はいちごやのりなど

の農水産物のブランド化に取り組んでいます。 
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▼のり生産高の推移 

資料；大川市資料 

昭和 51年の約 2倍 

5年平均約 17億円 

5年平均約 1億 7千万枚 
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第１章 都市の現況 

2）工業 
平成 2 年をピークに急激に衰退しています。 

工業の従業者数、工場数、製造品出荷額ともに平成２年をピークにして減少傾向にあり、平

成 12 年から平成 22 年の間に従業者数、工場数、製造品出荷額ともに半減しています。製造

業の工場の８割以上が木材・木製品製造業、家具・装備品製造業であり、木工業が大川市の基

幹産業となっています。 
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▼従業者数・事業所数・製造品出荷額の推移（従業者４人以上） 

資料；工業統計 

▼分類別事業所数の推移 

資料；工業統計 

半減 

ピーク時 

の 1/4 

家具建具関連 

合計 80％以上 

福岡県わずか

9％の業種 
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第１章 都市の現況 

大川市の家具・装備品出荷額は日本一であり、平成 22 年の生産額は 2 位の静岡市の約２倍

の 277 億円となっています。しかし、木工業に関わる工場も年々減少する傾向にあり、平成

22年の家具・装備品製造業の工場数はピーク時の平成2年の約2割にまで落ち込んでいます。 
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▼木材・木製品製造業及び家具・装備品製造業の工場数の推移 

資料；工業統計 
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▼産地別の家具・装備品出荷額の推移（建具含む） 

資料；大川市統計資料（インテリア産業関係統計資料） 
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第１章 都市の現況 

また、木工業における生産額、従業者数は、平成 2～3 年をピークに 10 年間で急激に減少

し、平成 16 年の生産額はピーク時の約 3 割、従業者数はピーク時の約 4 割にまで落ち込んで

います。その後は、従業者数は緩やかに減少しているものの、生産額は横ばいに推移していま

す。 

近年はオーダー家具や別注家具、インターネット販売などの販路拡大に取り組んでいる企業

が増加しています。 
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3）商業 
平成 3 年をピークに衰退しています。 

大川市の商業の従業者数、商店数、商品販売額ともに近年減少し、衰退しています。特に年

間商品販売額は平成３年をピークに著しく減少し、平成 19 年はピーク時の約半分にまで減少

しています。 

休日には、佐賀市や久留米市などの大規模な商業施設がある市外で買物をする傾向にあり、

地元購買力が流出している状況です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
資料；商業統計、経済センサス 

▼年間販売額と商店数・従業者数の推移 

半減 

休日の買い物では佐賀、久留米など市外へ流出 
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4）観光 
観光客は日帰りがほとんどで横ばい傾向にあり、消費額も横ばい傾向です。 

大川市には筑後川昇開橋や古賀政男記念館、小保・榎津地区の伝統的なまち並み、筑後川な

どの観光資源があります。また、「大川木工まつり」「風浪宮大祭」「小保・榎津藩境まつり」

などが開催され地域独特の風景や魅力となっています。 

大川市への観光客数は平成 12 年以降約 70 万人で横這いに推移しています。観光客の９割

以上は日帰り観光客で、近年、消費額が横ばい傾向にあります。 
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資料；福岡県観光入込客推計調査 

▼観光入込み客数の推移 

日帰り観光客がほとんど

（約 96％） 



 

 

21 
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（４）土地利用 

1）土地利用状況 
市域の約６割が自然的土地利用で、そのうちの２割を水面が占めています。 

大川市の土地利用の約４割が田、約２割を水面利用となっており、自然豊かな土地利用構成

となっています。都市的土地利用は、住宅用地や道路用地が多くを占め、次いで工業用地が高

い割合を占めています。 

▼土地利用の現況（H22） 

▲土地利用の割合 

資料；都市計画基礎調査 

田 39.6%

水面 15.5%

住宅用地

14.6%

道路用地 7.8%

工業用地 6.2%

公益施設用地
3.1%

畑 2.9%
その他の空地

2.6%

その他の自然地

4.1%

商業用地 2.1%

公共空地 1.3% 農林漁業施設

用地 0.2% 山林 0.1%

交通施設用地
0.1%

約 55％ 
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現行の用途地域と土地利用の局所的な問題点を抽出するために、250m 四方の調査区域単位

による解析を行いました。下図は平成 22 年度都市計画基礎調査の土地利用現況データを

250m 四方の調査区域単位に細分後、調査区域単位の土地利用特性を色分けしたものです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼土地利用の類型 

資料；都市計画基礎調査 
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第１章 都市の現況 

2）河川・クリーク 
大川市全域にクリーク網が広がっています。 

大川市の西部に筑後川が流れ、市の真ん中を花宗川が流れています。市域にはクリークが縦

横に走り、総延長は約 300km に渡ります。 

筑後川は長い感潮域を有し、干潮時には河口を中心に干潟が形成され、ムツゴロウ、シオマ

ネキ等が生息する他、シギやチドリ類が見られるなど、豊かな自然環境を育んでいます。クリ

ークは、雨が多い時期に余った水をクリークに貯め込み、雨が少ない時期に使うという貯水池

のような役割を担い、地域の農業を支える大切な役割を果たしています。また、洪水の時に農

地や集落が水に浸からないように、あふれる水を溜め込み、周辺への被害を防ぐ役割を担って

います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼水系図 

「クリーク」の機能 
・雨水排水 
・生活排水 
・用排水路 
・防火用水 
・貯留施設 など 

資料；都市計画基礎調査 
 クリーク 

河  川 
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第１章 都市の現況 

3）特別工業地区 
特別工業地区内の工場は減少しており、ほぼ住宅地となった地区もみられます。 

大川市には 302ha の特別工業地区が設けられています。地区内は小さな工場と住宅が共存

し、木工業が盛んな大川市らしい雰囲気を創出しています。しかし、特別工業地区が設定され

た昭和 48 年と比較すると、サービス工業施設が集約され住宅地と工場の分離が進み、木工所

と住宅地が混在した大川らしい風景が失われつつあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼特別工業地区の建物用途の変遷（S48→H22） 

家内工業の建物が減少し、現在は
住宅地としての特色が強い地区 

S48 

H22 
資料；昭和 48 年度 

都市計画基礎調査 

資料；平成 22 年度都市計画基礎調査 

小さな工場と住宅
が混在する地区 
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第１章 都市の現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S48 H22 

S48 H22 
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第１章 都市の現況 

4）中心地域 
中心地域に若者が増える一方、空き店舗が増加し商業機能の空洞化が深刻化しています。 

大川市の中心地域には大川市役所、大川市文化センター、大川市民体育館、大川中央公園な

ど公共公益施設が集約されており、利便性の高い市街地が形成されています。 

また、中心地域には総延長 800ｍの L 字型の大川中央商店街がありますが、近年の長引く

景気低迷や大型店の進出、経営者の高齢化、後継者不足などにより、大川中央商店街の店舗で

は空き店舗が増加し、商業機能の空洞化が深刻化しています。 

平成 17 年に理学療法士、作業療法士などを養成する大学として国際医療福祉大学が開学し

ました。現在学生数約 1,000 人を有し、中心地域に通う学生が増えてきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼中心地域の土地利用状況（H22） ▼中心地域の土地利用状況（H12） 

商店街が衰退している 

▼中心地域の空き店舗状況 
 

▼中心地域の様子 

国際医療福祉大学 

（大川キャンパス） 

資料；平成 12 年度都市計画基礎調査 資料；平成 22 年度都市計画基礎調査 

資料；平成 22 年度都市計画基礎調査 
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第１章 都市の現況 

（５）都市施設 

1）広域的な道路計画 
有明海沿岸道路などの広域幹線道路の整備が進展しています。 

国道 208 号の混雑度が 1.5 を超え、慢性的な混雑が発生しており、解消のためにも有明海

沿岸道路の整備促進が望まれています。 

また、国道 442 号・国道 385 号バイパスが供用されるなど、広域的な幹線道路の整備が進

んでいます。 

これらの道路整備の進捗により、自動車交通の利便性に関する市民満足度は高くなっていま

す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼交通量・混雑度 

早期整備必要 
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第１章 都市の現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

▼有明海沿岸道路の整備状況 
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第１章 都市の現況 

2）都市計画道路網 
着々と都市計画道路網の整備は進むものの、未整備の都市計画道路も残存しています。 

大川市では平成 10・11 年度に都市計画道路の大幅な見直しが実施され、現在は有明海沿岸

道路や、有明海沿岸道路と市街地をつなぐ都市計画道路の整備が進んでいます。 

しかしながら、現在も北部を中心に未整備の都市計画道路が残されている状況です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼都市計画道路網 

沿岸道路を中心に南部の

整備は進んでいる 

北部は       

未整備が多い 
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3）公共交通網 
鉄道はなく、西鉄大善寺駅、西鉄柳川駅、西鉄八丁牟田駅へ向かう路線バスが運行して

います。 
大川市には鉄道がなく、路線バスが唯一の公共交通となっています。西鉄大善寺駅、西鉄柳

川駅、西鉄八丁牟田駅を経由する路線バスがそれぞれ運行しているものの、1 時間に 2 本以上

運行されている路線は西鉄柳川駅に至る路線のみで、公共交通の十分な利便性が確保されてい

ない状況です。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼公共交通網 
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4）上下水道 
公共下水道の供用開始区域は一部に留まっています。 

上水道の普及率は平成 26 年度において 99.1％（給水人口ベース）となり概ねの整備が完了

しています。 

公共下水道については 1,212ha の区域に計画されており、現在約 212ha（平成 27 年度末

時点）で供用されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼下水道全体計画 

大川市水処理センター 
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第１章 都市の現況 

5）公園・緑地 
大川中央公園や筑後川総合運動公園が市民の憩いの場となっている一方で、身近な公園

が不足しています。 
大川市は、合計で 32.1ha の都市公園を有しています。市民一人当たりの都市公園面積は

8.6ha／人（平成 22 年）で、全国平均である 9.8ha／人に比べると若干少ない状況です。 

市民アンケートでは、大川中央公園や筑後川総合運動公園といった大きな公園が市民の憩い

の場として魅力的な公園として挙げられている一方で、子どもの身近な遊び場が少ないことが

課題として挙げられています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼公園・緑地布図 

大規模な公園が 

市民の憩いの場となる 
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6）公共施設 
中心地域周辺に官公庁施設や主要な公共公益施設が集約されています。 

中心地域周辺には市役所などの官公庁施設に加え、市民体育館や文化センター、病院などの

主要な公益施設がコンパクトに集積しています。また、各小中学校やコミュニティセンターな

どの施設は各地域に分散配置されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼公共公益施設分布図 

文教厚生施設 A 
大学、高等専門学校、各種学校、病院、
公会堂、体育館、競技場、研究所 

文教厚生施設 B 
小・中・高等学校、老人ホーム、保育所、
診療所、公衆浴場、神社、寺、教会、図
書館、博物館 
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１-２．上位・関連計画の整理                        
（1）上位計画                                

1）大川市第５次長期総合計画 

①基本理念 
大川市第５次長期総合計画では、大川市がまちづくりを行うための根本的な考えを示すために、

基本理念を設定しています。 

■誇り 
地域が生き生きと輝き、子供たちの笑顔が弾けるには、地域に“誇り”が必要です。そこに暮

らす人々の自らのまちへのその思いが、まちづくりへの基盤になります。大川の誇りを改めて

発見し、その種を撒くことによって、「このまちの家族」のひとりとして住むよろこびが生ま

れます。 

そして、外に向かって「私のまちは“おおかわ”です。」と誰にでも誇れるようなまちへ、そ

んな思いをもって、まちづくりをすすめていきます。 

■ひと 
大川の“誇り”を再生するとともに、まちづくりをすすめる力は、“ひと”です。“ひと”は、知恵

と伝統・文化を受け継ぎながら、誇りの再生発展ができる唯一の存在です。そして、“ひと”が“ひ

と”と結びつくとき、まちづくりの推進力を得ることが可能になります。まちづくりをすすめ

るための“人”と“誇り”、それはお互いに補完する関係に立っています。“誇り”に支えられた“ひ

と”によって、“おおかわ”は佳きまちづくりが推進できるようになるのです。大川の“誇り”が次

の世代に受け継がれ、まちづくりのための資源である“人”を育んでいく。私たちは、そのよう

な思いを内に秘めながら、まちづくりをすすめていきます。 

 

②将来都市像 
長期的かつ総合的なまちづくりの指針である総合計画において、まちづくりの方向性や将来の

姿を端的・効率的に表現するために将来都市像を設定しています。 

 

～活力、誇り、人を育む水と緑のまち 川郷 おおかわ～ 

大河に育まれていた木の匠のふるさと 
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■活力 
新たな大川市を目指すためのまちづくりには、歴史と伝統の木工産業をはじめとして、富と

にぎわいを生み出す産業を創出することが必要です。将来に若い人が希望を持てるような、活

気、希望、意欲、気概に満ちた、活気あるまちにしたいという思いを表したものです。 

■誇り 
古賀メロディー、先人たちの伝統、固有の文化、独創的な教育、美しいまち並みなど、大川

を誇りに思うことが必要です。地域に住むみんなが大川の誇りを持ちながらまちづくりをすす

めるために、みんなで共有すべき地域の誇りを引き継ぎ、次なる誇りを生み出していこうとい

う気持ちを表したものです。 

■人 
まちづくりは、すなわち“人”づくりです。“人”は、まちづくりの原資、原動力となります。

ひとづくりは何よりも重視されなければなりません。“人”の力を引き出すために“ひと”と“ひ

と”のつながり、心のふれあい、絆を大切にしながら、まちづくりをすすめていこうという考

えを表したものです。 

■育む 
将来の大川にとって“活力” 、“誇り” 、“人” の三つの要素が大川を発展させていく大きな推

進力となります。“活力” 、“誇り” 、“人” 、それぞれを“育む”という、能動的な働きは、行政、

市民の協働を推し進めることにつながります。まちづくりの三つの要素を実現するための積極

的な取り組みへの思いを表したものです。 

■水と緑 
私たちは筑後川をはじめとした、水と緑の豊かな自然やオランダに似たのどかな田園風景の

中で生活しています。今ある自然環境を改善、再生し、地球や地域の環境に対しての負担をな

るべく少なくする品格ある生き方として資源循環型のくらしを推進し、これからのリサイクル

社会に貢献する環境との調和を進めていかなければなりません。住みよいまちの基盤となる環

境づくりへの意思を表したものです。 
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③施策の基本目標 
将来都市像を実現するために必要な施策や方向性を示すために、４つの施策の基本目標を設定

しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大川を元気にする“にぎわい”づくり 
大川市の基幹産業である木工業をはじめ、農水産業、商業、観光の振興と雇用の確保を図り

ます。また、各産業との連携強化に取り組むことにより、新たな活力や“にぎわい”を創出し、

大川市の元気と誇りを育んでいきます。 

■大川の魅力を高める“くらし”づくり 
大川市で安全に、安心して、快適に暮らすことができる居住環境の形成と、水と緑を活かし

た環境に優しいまちづくりを推進します。都市基盤や住環境の整備、環境対策、医療福祉など、

市民生活に密接にかかわる取り組みを総合的に行い、大川市の“くらし”に関する魅力と誇りを

育んでいきます。 

■大川を育む“やさしさ”づくり 
大川市の未来をつくっていくのは、地域の住民です。子どもたちはその将来の担い手となり

ます。教育や子育て支援などの取り組みを通じて大川を愛する“やさしさ”を持ち、誇りを持て

る人を育んでいきます。 

■大川を支える“しくみ”づくり 
市民と行政の協働のまちづくりを効率的かつ効果的に進めるための体制と、施策を推進する

ための効率的な行政組織などの“しくみ”を整えます。 

▼施策の基本目標の概念図 
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▼筑後都市圏の範囲 

2）筑後都市圏都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 
（都市計画区域マスタープラン） 

①都市づくりの基本理念 
筑後川・矢部川沿川をはじめとする恵まれた自然環境や、社会的、歴史的な特徴を大切に活か

しながら、本圏域内すべての住民が安全、快適、豊かで、しかも活力ある都市生活を享受しつつ、

人口減少・高齢社会、国際化、情報化、地球環境に配慮した暮らしを実現し、住民の価値観の多

様化、都市再生や地方分権の流れなど、様々な社会・経済の変化に対応する必要があります。今

後は、これらの要請に応えるため、次の 5 つを本圏域の都市づくりの基本理念として定めるもの

とします。 

１）持続可能な、快適で魅力ある都市生活を支える集約型の都市づくり 
２）誇りがもてる美しい都市づくり 
３）地力のある都市づくり 
４）自然の保護や都市ストックの活用により、環境にやさしいまちづくりを進める 
５）住民が主体の参加と協働によるまちづくりを進める 

②都市づくりの目標 

「地域色を生かした文化と 産業を育む田園都市の形成をめざす 筑後都市圏」 
筑後都市圏は全体が多様で豊かな自然

を内包する広大な「公園」であり、「公園」

の中に分散的に都市や集落が立地する「ネ

ットワーク田園都市圏」として捉えられま

す。「公園」の景観を保全・再生しながら、

その中にコンパクトで持続可能な都市を

再生し、都市をつなぐネットワークを構築

することで、相互に補完して機能を高める

自立都市圏としての「ネットワーク田園都

市圏」の形成を目指します。 

また、新たなニーズに対応した伝統工芸などの地場産業の振興や、観光や農産品など多様な

地域の資源を生かした産業の展開などを通じて、各地域の価値を高め、個性あるまちづくりを

推進していきます。 

当圏域においては、３つの鉄道軸により南北方向は高い公共交通サービスが形成されるもの

の、東西方面においては公共交通サービスの低下も懸念されることから、サービスの維持・充

実を図りながら、各地域コアの交流強化を進めていきます。 
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③都市構造の形成方針 
人口減少・高齢社会の到来に対応する都市づくりにおいては、広域的な都市連携を進めるとと

もに、個々の都市特性に応じた集約型の都市形成が重要になります。今後は、これまでの拠点形

成の考え方に加え、各拠点を効率的に接続する公共交通軸を設定し、同軸沿線の一部にも都市機

能や居住機能の誘導を行うことにより、これまでの“拠点を中心とした都市づくり”から、“拠点

と公共交通軸による集約型の都市づくり”へと拡充を図り、便利な場所で暮らせる集約型の都市

づくりを進めていきます。 
 

 

 

 

 

■公共交通軸沿線まちづくりの促進 

拠点と公共交通軸による集約型の都市づくりを進める一つの方策として、高齢者や環境に
優しい公共交通軸の沿線に居住を誘導し、居住者が医療・福祉・子育て支援・商業等の生活
サービスを利用できるようにすることが必要です。そのためには、公共交通軸の沿線の自治
体間で、これらの生活サービスを利用できるよう相互に補完する沿線都市群の形成を目指し
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■拠点・公共交通軸（大川市関連） 

 拠点名称 市町村名 

拠点 大川市役所周辺 大川市 

公共交通軸 大川市役所周辺-西鉄柳川駅 大川市/柳川市 

 

▼将来像図（大川市周辺拡大） 
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▼都市構造の形成方針図（大川市周辺拡大） 
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（２）筑後川流域景観計画 
筑後川流域は、山並み、田園、河川、道路等において広域的に連続する景観を共有しており、神

社仏閣や酒蔵など歴史的な建造物や伝統産業など、流域の歴史を物語る景観資源が多数存在してい

ます。こうした景観を保全・形成するために、『筑後川流域景観計画』は景観法に基づく事項を定

めるとともに、市町の境界を超え相互に連携しながら景観の調和と整合を図ることを目的としてい

ます。 

 

1）景観計画の構成 
筑後川流域景観計画は、『筑後川流域景観テーマ協定』のテーマと４つの目標、５つの方針を

踏まえ、「ルール」、「活動」及び「個性を活かした景観まちづくり」を「景観まちづくりの３本

柱」として構成しています。また、これらの実現に向け、地域住民、地域団体・ＮＰＯ等、事業

者、行政のパートナーシップによる景観づくりを推進する上での仕組みと体制を定めています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼景観計画の構成模式図 
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2）景観形成基準 
筑後川流域景観計画では、筑後川流域の景観を同じ景観特性を持つ領域ごとに捉え、６つの景

域に区分し一般基準の適用を行っています。また、流域内で広域的に連続する景観として、「主

要な河川沿い」、「主要な沿道」を対象に「特定基準」を付加しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼景観形成基準 
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3）景観醸成モデル地区 
個性を活かした景観まちづくりを推進していくために、地域の歴史や文化を背景とした個性あ

る景観まちづくりが進められている地区や、地域のシンボルとなる山や建造物等への眺望景観を

保全する取組みについて、継続的な景観まちづくり活動や地域独自のきめ細やかなルールづくり

等への支援、景観を整備するための事業の導入などに地域住民、市町、県が協力・連携して取り

組んでいます。大川市内では小保・榎津地区と若津港地区が景観醸成モデル地区として設定され

ており、個性を活かした景観まちづくりが進められています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼景観醸成モデル地区の概要 




